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●整備効果

高規格堤防と市街地との一体整備によって、これまで高い堤防で隔てられていた市街地と
河川に連続性を持たせ、良好な水辺環境を創出する。

●提案理由

都市公団の集合住宅建設と高規格堤防を一体的に整備することについて、調整が図られ
たので、継続して実施する。

●調整経緯

平成１４年度 都市公団とスーパー堤防化について検討開始。
平成１５年度 スーパー堤防化についての詳細検討実施。

協定締結、事業着手。
平成１６年度 事業中。
平成１７年度 大阪市道部高規格堤防化（嵩上げ）工事着手。
平成２１年度 大阪市道部高規格堤防化（嵩上げ）工事完了予定。

●委員会等からの意見
【淀川部会】
整備による治水効果、都市環境向上効果等の調査が必要である。
淀川左岸は、重点的に高規格堤防がすすめられているが、堤防完成後、町側への越水状
況の変化によるハザードマップの見直しなどが必要である。また、高規格堤防の実施には
きわめて高額の経費を要するので、経費の削減を図る必要がある。

●進捗状況

事業継続中。
都市機構用地部の盛土工事が平成１７年度完了。引き続き、大阪市道部分の嵩上げ工事
に着手する。
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●整備効果

高規格堤防と市街地との一体整備によってこれまで高い堤防で隔てられていた市街地と河
川に連続性を持たせ、良好な水辺環境を創出する。

●提案理由

大阪府庭窪浄水場の改築事業と共同して高規格堤防を整備することについて、調整が図ら
れたことから、継続して実施する。

●調整経緯
平成６年度 大阪府と調整を開始する。
平成１０年度 施設改築とスーパー堤防の設計協議を開始する。
平成１３年度 一体整備について基本合意する。
平成１５年度 協定締結、事業着手。
平成１６年度 事業中。
平成１７年度 一期分事業完成。
平成１８年度 庭窪浄水場取水施設着手予定。
平成２０年度 二期分事業着手予定。

●委員会等からの意見
【淀川部会】
整備による治水効果、都市環境向上効果等の調査が必要である。
淀川左岸は、重点的に高規格堤防がすすめられているが、堤防完成後、町側への越水状
況の変化によるハザードマップの見直しなどが必要である。また、高規格堤防の実施には
きわめて高額の経費を要するので、経費の削減を図る必要がある。

●進捗状況

平成１７年度に地盤改良及び盛土工事を実施し、一期部分の整備は完了する予定。
二期事業に向けて大阪府と調整中。
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●整備効果

総合病院と一体的に整備することで、水辺への眺望が開けた医療空間を創出する。

●提案理由

工場跡地を病院建設と一体的に高規格堤防化することについて、調整が図られたので継
続して実施する。またこれと併せて淀川河川事務所庁舎敷地の高規格堤防整備を実施す
る。

●調整経緯

平成元年度 地権者、枚方市と調整を開始する。
平成５年度 工場跡地利用を高規格堤防を前提とすることについて枚方市

の了解を得る。
平成７年度 淀川工事事務所構内部分について事業着手。
平成１０年度 病院建設計画との調整を開始する。
平成１１年度 地権者と基本協定を締結する。工場跡地部分の事業着手。
平成１６年度 全体事業完了

●委員会等からの意見
【淀川部会】
整備による治水効果、都市環境向上効果等の調査が必要である。
淀川左岸は、重点的に高規格堤防がすすめられているが、堤防完成後、町側への越水状
況の変化によるハザードマップの見直しなどが必要である。また、高規格堤防の実施には
きわめて高額の経費を要するので、経費の削減を図る必要がある。

●進捗状況
平成１６年度 事業完了
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●整備効果

高規格堤防と市街地との一体整備によって、これまでに高い堤防で隔てられていた市街地
と河川に連続性を持たせ、良好な水辺空間を創出する。

●提案理由

江川①地区 工場の建て替え計画があり、それに合わせて高規格堤防を一体的に整備す
ることについて調整が図られたので、継続して実施する。

江川②地区 土地区画整理事業と共同して高規格堤防を整備することについて調整が図
られたので、 継続して実施する。

●調整経緯

江川①地区
平成４年度 地権者、地元と調整を開始する。
平成５年度 高規格堤防整備と一体となった整備について地権者と合意し、

協定を締結する。
平成６年度 事業に着手する。
平成１６年度 事業中。
平成１７年度 緑地整備完了。事業完了。
江川②地区
平成１１年度 地権者との調整を開始する。
平成１２年度 土地区画整理事業と高規格堤防整備事業との共同事業による

整備を進めることについて地権者の合意を得る。
平成１５年度 区画整理組合設立について全地権者が同意する。

事業着手。
平成１６年度 本体盛土完了。
平成１７年度 緑地整備完了。事業完了。

●委員会等からの意見
【淀川部会】
整備による治水効果、都市環境向上効果等の調査が必要である。
淀川左岸は、重点的に高規格堤防がすすめられているが、堤防完成後、町側への越水状
況の変化によるハザードマップの見直しなどが必要である。また、高規格堤防の実施には
きわめて高額の経費を要するので、経費の削減を図る必要がある。

●進捗状況
平成１７年度に緑地整備を実施し、当地区の整備は完了。
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●整備効果

廃校跡地を整備することにより、良好な都市環境を創出する。

●提案理由

廃校となった北牧野小学校の跡地利用と高規格堤防を一体的に整備することについて、
調整が図られたので、継続して実施する。

●調整経緯
平成１１年度 枚方市と調整を開始する。
平成１２年度 北牧野小学校が廃校となる。地域住民協議会と跡地利用

および高規格堤防整備について調整を開始する。
平成１３年度 住民協議会から早期着工の要望を受ける。
平成１４年度 住民協議会、枚方市と整備について合意を得る。事業着手。
平成１６年度 事業中。
平成１８年度 事業完了予定。

●委員会等からの意見
【淀川部会】
整備による治水効果、都市環境向上効果等の調査が必要である。
淀川左岸は、重点的に高規格堤防がすすめられているが、堤防完成後、町側への越水状
況の変化によるハザードマップの見直しなどが必要である。また、高規格堤防の実施には
きわめて高額の経費を要するので、経費の削減を図る必要がある。

●進捗状況

平成１７年度に緩傾斜堤防整備を実施し、当地区の整備は完了する予定。
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●整備効果

高規格堤防と市街地との一体整備によって、これまで高い堤防で隔てられていた市街地と
河川に連続性を持たせ、良好な水辺環境を創出する。

●提案理由

海老江地区の土地利用と高規格堤防との一体整備について、地権者ならびに関係行政
機関と調整中であり、調整後実施する。

●調整経緯

平成１６年度 地権者と基本協定の締結
平成１７年度 地元説明会実施

●委員会等からの意見
【淀川部会】
整備による治水効果、都市環境向上効果等の調査が必要である。
淀川左岸は、重点的に 高規格堤防がすすめられているが、堤防完成後、町側への越水
状況の変化によるハザードマップの見直しなどが必要である。また、高規格堤防の実施に
はきわめて高額の経費を要するので、経費の削減を図る必要がある。

●進捗状況

現在、地権者と整備の進め方や整備後の土地利用方法（アクセス道路等）について協議中。
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●整備効果

府営住宅跡地整備により良好な住環境を創出する。

●提案理由

大阪府営住宅跡地整備と一体となり高規格堤防を整備することについては、地域住民、関
係行政機関と調整が図られた後、実施する。

●調整経緯

平成４年度 大阪府と調整を開始する。
平成８年度 隣接する墓地管理組合と調整を開始する。
平成１１年度 大阪府、墓地管理組合とスーパー堤防との共同整備について合意する。
平成１２年度 周辺自治会から、建物計画及び盛土端部構造について見直しを求め

られる。
平成１３年度 盛土端部を擁壁から法面へと変更することに決定する。
平成１４年度 大阪府営住宅建設をとりやめ、戸建住宅を基本とした跡地利用とする

こととなる。周辺自治会に計画変更について再説明開始。
平成１５年度 事業着手。墓地部分の盛土着手。
平成１６年度 墓地部分の盛土完了。
平成１７年度 継続部分の地元協議継続実施中。

●委員会等からの意見
【淀川部会】
整備による治水効果、都市環境向上効果等の調査が必要である。
淀川左岸は、重点的に高規格堤防がすすめられているが、堤防完成後、町側への越水状
況の変化によるハザードマップの見直しなどが必要である。また、高規格堤防の実施には
きわめて高額の経費を要するので、経費の削減を図る必要がある。

●進捗状況

継続部分について、地元協議を実施し、未整備部分の盛土工事着手に向け調整中。


